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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 電機 
工業 会 （JEMA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調 
查 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， JISC 9335-2-9: 1998 は 改正され， この 規格に 置き換えられる。 

改正に 当たって は， 日本工業規格と 国際規格との 対比， 国際規格に 一致した 日本工業規格の 作成 及び 曰 
本 工業規格 を 基礎に し た 国際規格 原案の 提案 を 容易に する ために， IEC 60335-2-9 ： 2002, Household and 
similar electrical appliances ― safety ― Part z-9 : Particular requirements for toasters, grills, roasters and similar 
appliances を 基礎と して 用いた。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある こ と に 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日 本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 はもたない。 

JISC 9335-2-9 に は， 次に 示す 附属 書が ある。 
附属 書 C (規定） モータの 劣化 試験 
附属 書 1 (参考） JIS と 対応す る 国際規格 と の 対比 表 



(1) 
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家庭 用 及び こ れ に 類す る 電気機器の 安全性 一 
第 2-9 部 ： 可搬形 ホブ， オーブン， I ^一 スタ 及び 
これらに 類す る 機器の 個別 要求 事項 

Household and similar electrical appliances— Safety— Part 2-9 : Particular 
requirements for toasters, grills, roasters and similar appliances 

序文 この 規格 は， 2002 年に 第 5 版と して 発行され た IEC 60335-2-9 ： 2002, Household and similar electrical 
appliances ― safety ― Part 2-9 : Particular requirements for toasters, grills, roasters and similar appliances 及り、 
Amendment 1 : 2002 を 翻訳し， 技術的 内容 を 変更 して 作成 した 日 本 工業規格 であ り ， JIS C 9335-1 ： 2003 國 

庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 第 1 部 ： 一般 要求 事項） と 併読す る 規格で ある。 

なお， この 規格で 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 原 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 変更の 一 n 
表 を その 説明 を 付けて， 附属 書 1 (参考） に 示す。 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 家庭 用の パン 焼き， 肉 焼き 及び グリルの ような 調理 機能 を もつ 可搬形 電気 機 

器の 安全性に ついて 規定す る。 定格 電圧 は， 250 V 以下と する。 

備考 101. この 規格の 適用 範囲に 含まれる 機器の 例 は， 次に よる。 
一 屋内 用 バーべ キュ台 
一 接触 グリル （焼き 鉄板） 
一 クッカ 
一 食品 脱水 器 
一 こんろ 
一 可搬形 オーブン 
― ラク レット ダリ ル 
一 放射 グリル 
一 ロース タ 

一 回転 式 グリル 

一 （回転 焼き ぐ しの 付いた） 肉 あぶ り 器 （rotissenes) 
一 トー スタ 

二———^: 二 ズ-ヒ 上 ニ^え 
一 ワッフル アイロン 

実例 は， 付図 101 の 中で 図解す る。 

こ の 規格で は， 住居の 中 及び 周囲で， 機器に 起因して 人が 遭遇す る 共通 的な 危険性 を 可能な 限 り 取 り 扱 
つてい る。 ただし， この 規格で は， 通常， 次の 状態に ついては 規定して いない。 
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一 監視の な （ ^ 状態で 幼児 又は 非 健 常 者が 機器 を 使用 す る 場合。 

― 幼児が 機器で 遊ぶ 場合。 
備考 102. この 規格の 適用に 際して は、 次の ことに 注意す る。 

一 車両， 船舶 又は 航空機 搭載 用 機器に は， 要求 事項の 追加が 必要に なる 場合 も ある。 

一 多くの 国に おいて は， 厚生 関係 機関， 労働 安全 所管 機関， 水道 当局 その他の 当局に よつ 
て， 追加 要求 事項 を 規定して いる。 
備考 103. この 規格 は， 次の ものに は 適用し ない。 

― 据置形 オーブン 及び 据置形 グリル （JISC 9335-2-6)。 

一 ウォーミング プレート （JIS C 9335-2-12)。 

- フライパン 及び 深めの フライな ベ （JIS C 9335-2-13)。 

- 電子レンジ （JIS C 9335-2-25)。 

一 屋外 用 バーべ キュ台 （JIS C 9335-2-78)。 

一 商業 用の 仕出し 機器。 

一 腐食し やすい， 又は 爆発性の 雰囲気 （じんあい， 蒸気 又は ガス） が 存在す る， 特殊な 状 
態の 場所で 用いる 機器。 
備考 この 規格の 対応 国際規格 を， 次に 示す。 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 は， ISO/lEC Guide 21 に 基づき， IDT (—致して いる）， MOD 

(修正して いる）， NEQ (同等で ない） とする。 
IEC 60335-2-9 Household and similar electrical appliances ― Saiety ― Part 2-9 : Particular 
requirements for toasters, grills, roasters and similar appliances (MOD) 

2. 引用 規格 引用 規格 は， JIS C 9335-1 の 2. による。 

3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， JIS C 9335-1 の 3， による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 3.1.9 

は， この 規格に よる。 

3.1.9 通常 動作 （normal operation) 機器 は， 3丄9.101〜3丄9.110 に 規定す るよう に， 運転す る。 

備考 101， 言及され ていない にもかかわらず， 機能の 一つ を 果たす 機器 は， できる 限り この 機能に 対 
し て 記載 さ れた 条件で 運転す る 。 
3.1.9.101 トー スタ は， 取扱説明書の 中に 規定され た， 白 パン 片の 最大 枚数 を 負荷と して 入れ， 運転 周期 
及び 休止 周期 を 含む サイクルで 断続的に 運転す る。 パン は， 製造 後 約 24 時間の もので あり， その 一切れの 
寸法 は， ほぼ J20_mm_xi30_ mm x2— Oi^i とする。 休止 時間 は， 継続 3 秒 間 又は 自動 コントロール 復帰の た 
めに 必要な 最小 時間のう ちい ずれ か 長い 方の 時間と する。 パンの 薄切り は， 各 休止 時間 ごとに 取り替える。 
操作 時間 は， その パンが 金 褐色になる ように 調整され た 時間で ある。 非 自動制御 トー スタ について は， 各 
操作 時間 は， パンの 色が 金 褐色に 変わった 直後に 終了す る。 

ロールパンの 加熱 装置 を 組み込んで いる トー スタ は， 取扱説明書に 示された ロールパンの 最大 数 を 負荷 
する。 トー スタは 周期 的に 運転し， それぞれの 周期 は， 運転 期間 及び ロールパンが 回転す るか 又は 置き 換 
わった ときの 30 秒の 休息 期間から なる。 コントロール は， 取扱説明書に 従って 調節す る。 取扱説明書 にな 
い 場合 は， コントロール は， トースト 動作に 調節す る。 

サンドイッチ を 焼く ときに 取り付ける アタッチメント は， 1 個 以上の サンドイッチ を 入れて， 取扱 説明 
書に 従って 操作した ときに 最悪の 結果 を 招く ようにす る。 それぞれの サンドイッチ は， 二 切れの 白 パンで 
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作り， その 間に は パンの 一切れと 同じ 面積で， 厚さが 約 5 mm の 適切な チーズ 一片 を 挟んだ ものと する。 
続けて トー ス夕を 取扱説明書に 従って， 操作 及び これに 続く 30 秒の 休止 時間 又は 自動 調整の 復帰に 必要な 
最小 時間の いずれ か 長い 方 を 1 サイクル とする サイクルで 運転す る。 

備考 加工 処理され た チーズ 及び 加熱す ると 容易に 溶ける チーズ カ^ 適切で ある。 
3.1.9.102 回転 式グリ ルは， おもり を 付図 102 に 示す ように 回転 式 焼き ぐ し 上に 置いて 操作す る。 

備考 最大 負荷が 取扱説明書 などに 記載され ている もの は， その 質量のお もり を 用いなければ ならな 



3.1.9.103 自動 温度調節 器 付きの ワッフル アイロン は， 自動 温度調節 器 を 最高の 設定 値に して 動かす。 そ 
の 他の ワッフル アイロン は， 被 加法 面の 中心の 温度 を 電源 を オン 及び オフに 切り換えて， 210 °C±15 でに 
維持す るよう に 操作す る。 

3.1.9.104 ヰ ニ^:^ 上 び オーブン は， 操作 時間の 始めから 終わりまで， ドア を 閉じた 状態で 動か 

す。 自動 温度調節 器 付きの オーブン は， 用いる ことができる オーブン 空間の 中心の 平均 温度が， 240 °C 土 
4 °C か， 又は 自動 温度調節 器 を その 最高 設定 値に した と きの 値のう ち， いずれ か 低い 方の 温度に 維持す る 
よ う に 操作す る。 その他の オーブン は， 用いる こ とがで きる オーブン 空間の 中心の 温度が 電源 を オン 及び 
オフに 切り換えて， 240 °C±15 。C に 維持す るよう に 運転す る。 

3.1.9.105 ロース タは， ふた を 閉めた 状態で 運転す る。 容器の 中心 平均 温度 は 240 °C±4 °C に 維持し， 必 
要が ある 場合， 電源の オン 及び オフ 切換え を 行う。 

3.1.9.106 放射 形 グリル， 回転 式 グリル 及び ラク レット （ゆでた ジャ ガイ モに 溶かした チーズ を 添えた ス 
イス 料理） 用 機器 は， コントロール を 取扱説明書に 従って， 又は このような 取扱説明書がない 場合に は， 
最高の 位置に 設定した 状態で 運転す る。 ドア 又は フード は， 取扱説明書 中に 特に 規定され ていない 場合 は， 
開放に する。 

自動 温度調節 器 付きの 接触 グリル は， その 自動 温度調節 器 を 最高の 設定 値に して 運転す る。 その他の 接 
触 グリル は， 被 加熱 面の 中心部の 温度が 電源 を オン 及び オフに 切り換えて， 275 °C±15 °C に 維持す るよう 
に 運転す る。 

ラク レット 用 グリル は， 空の まま 運転す る。 ドア 又は フード は 開放に する。 ただし， 取扱説明書に 別に 
規定され ている とき は， この 限りで ない。 平な ベ （鍋） は 置いた ままに する 力、， 又は 取り外す か， いずれ 
か 不利な 条件と し， 温度 コントロール は， 取扱説明書に 従って 設定す る。 

3.1.9.107 バーべ キュ台 は， 温度 コントロールが ある 場合 は 最高 設定 値と し， カバー か 又は シールドが あ 
る 場合 は 取扱説明書に 従って 正しい 位置に 置き， 食品 支持 台 は， 最も 低い 位置に 規定され た 状態で 運転す 

る。 

備考 バーべ キュ台 は， たとえ 水の 使用が 推奨され ていても， 水な しで 運転す る。 
3.1.9.108 誘導 式 こんろ 以外の こんろ は， 水が 入った 容器 を 用いて 運転す る。 容器 は， 未 研磨の 市販品 i'f 
の アルミ 製で， 底が 平らで， ふたで 覆う。 適切な 容器 は， 付図 103 に 記載す る。 熱 コントロール は， 水が 
沸騰す るまで 最高 設定に 合わせ， その後 は 水が 静かに 沸騰し 続ける ように 調整す る。 沸騰 中 は， 水位 を 維 
持す るた めに 水 を 加える。 

備考 1. 蒸気 力 f 式 験に 影響を及ぼさな いように， ふたの 位置 を 決める。 

誘導 式 こんろ は， 室温の 調理 油 容量の 約半分が 入った 付図 104 に 規定す る 容器 を 用いて 運転す る。 熟コ 
ン トロール は， 油 温が 180 °C 土 4 °C に 達する まで 最高 設定に 合わせ， その後 はこの 温度 を 維持す るよう に 
調整す る。 油 温 は， 容器の 底の 中央の 部分から 1cm 上の 点で 測定す る。 

容器の 底の 直径 は， これらの こんろの 調理 域の 直径に ほぼ 等しく し， 液体の 量 は 表 101 に 規定す る。 容 
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器 は， 調理 域の 中心に 配置す る。 



表 101 容器の 液体の 量 



調理 域の 直径 


水 又は 油の 量 


mm 




110 以下の もの 


0.6 


國 を 超え 145 以下の もの 




145 を 超え 180 以下の もの 




180 を 超え 220 以下の もの 


2 


220 を 超え 300 以！^ の もの 





備考 2. —つの こんろに ついて， 幾つかの 調理 域が 表示され ている 場合に は， 最も 不利になる 調理 域 
を 1 式 験に 用いる。 

3. 非 円形 調理 域に ついては， こんろの 縁， その他の 容器 を 考慮しながら 調理 域 をで きる 限り 覆 
う 最小の 非 円形 容器 を 用いる。 液体の 量 は， 調理 域の 短径を もとに 決定す る。 
3.1.9.109 ラク レット^ 器 は， 取扱説明書に 従って コントロール を 調節して 運転す る 力く 取扱説明書 がな 
い 場合 は， コントロール は 最も 高い 設定に 調節す る。 
3.1.9.110 食品 脱水機 （food dehydrator) 食品 脱水機 は， 空で 運転す る。 
3.101 I ^一 スタ （toaster) 放射 熱に よって パンの 薄切り を 焼く 機器。 

3.102 ワッフル アイロン （waffleinui) 丁番を 付けた， 2 個の 加熱され た 板 を 含む 機器であって， その 形状 
は 緩い 傾斜 を 含んで いる。 

3.103 オーブン （oven) ドア を 備えて いる 被 加熱 仕切り 空間から できて おり， 食品 を 棚の 上 又は 容器 中に 

置く こと がで きる よう な 構造の 機器。 

3.104 口一 スタ （roaster) ふた を 備えた 被 加熱 容器 を もち， 食品 を 容器 中に 置く ことができる 構造の 機器。 
3.105 回転 グリル （rotary grill) 放射 電熱 素子 及び 回転 部で できた 機器であって， その 回転 部 中 又は 上で， 
食品 を 支え 放射 熱に さらす ことができる もの。 

参考 回転 式 グリル は， また， 回転 電気く し 焼き 機 ともいう。 
3.106 放射 グリル (radiant grill) 放射 電熱 素子 及び 食品 を 放射 熱に 暴露す るよう に， 食品 を その上に 置く 
ことができる 支持 台で 構成され る 機器。 

備考 放射 グリ ルは， ドアが ついてい るか 又はつ いていない 仕切り 空間の いずれに 置いても よい。 
3.107 接触 グリル （contact grill) 食品に 接触させる こ とがで きる か， 又は 食品 を その上に 置く ことができ 
る 1 個 又は 2 個の 加熱 面 を 含む 機器。 食品 を カバーす る 二つめ の 加熱 面が あっても よい。 

参考 被 加熱 面が 1 個に 限る 接触 グリル は， ホットプレート として 知られて いる。 
3.108 サンドイッチ 焼き 用 取 付け 器具 （sandwich toasting attachment) サンド ィ ツチ を《究 く ための， トー 
スタと 一緒に 用いる 附属 器具。 

3.109 ラク レット グリル (raclette grill) 電熱 素子の 下に ある 小さい 平な べに 置いた チーズ 片を 溶かす 機器。 

備考 ラク レツ ト グリルの 表面 は， ダリ ドルの ように 用いる こと もで きる。 
3.110 ラク レット 機器 （raclette appliance) 大きな チーズ 片の 表面 を 溶かす 目的の 放射 グリル。 
3.111 バーべ キュ台 （barbecue) その 電熱 素子が， 食品 支持 物の 下の 位置に ある 放射 グリル。 
3.112 こんろ （hotplate) 調理の ための 容器 を 置く ことができる 単数 又は 複数の ％熟 阼を もつ 機器。 

備考 こんろ は， オーブン 又は グリル を 組み込まない。 
3.113 誘導 式 こんろ （induction hotplate) 渦 電流に よって 少なく とも 一つの 金属 容器 を 加熱で きる こんろ。 

備考 コイルの 電磁場に よって， 渦 電流が 容器の 底に 誘導され る。 



^作 権 法に 1 1 無断での 複毀， ^職 等 は 1 【h さ れて お り ま す。 



5 

C 9335-2-9 ： 2004 

3.114 クッカ （cooker) こんろ 及び オーブン を 組み込んだ 機器。 

備考 クッカ は， グリル を 組み込む ことができる。 
3.115 食品 脱水機 （food dehydrator) 発熱 体で 加熱した 空気で 食品 を 脱水す るた めの 機器。 

備考 この 機器 は， ファン を 組み込む ことができる。 
3.116 発熱 体 （heating unit) 独立の 調理 又は 加熱 機能 を 行う 部分。 

3.117 調理 域 （cooking zone) 食品 を 加熱 するとき に 容器 を 置く こんろに 表示され た 区域。 

3.118 夕 ツチ コントロール （touch control) あまり 又は 全く 接触 面の 移動な しに， 指の 接触 又は 近接に よ 

つて 作動す る コントロール。 

3,201 ■? ラマ 上.:; 之 上. 卩ニル -j 旨:^ ff H さ-で ■ き^^ 掾虔が S.f 賴 三. ヒ _H 二 /^—を-だ-し — 
が I 4 — 1ぉェ °？ —も- 2丄 ま-，… タ 2- チ-? -. ヒ上- 口-二ん ヒ t き. な.： t -。… 

ぉ^_ ォニズ 一 上 二^え… まに？ さヒ 逸び 変歴ノ 丄ヒ」 * ス上丄 ス_ 色… R 二 ビヒさ 之な ぶ)… あ，— 麓歷^ * 

き-き-塞み ®_ き-網- (こ- tiTi きき-よば ill 。…ォ ニグ- ヒヒ ニ^え p 星 ffiSl あ 

4. —般 要求 事項 一般 要求 事項 は， JISC 9335-1 の 4. による。 

5. 試験の ための 一般 条件 試験の ための 一般 条件 は， JTSC 9335-1 の 5. による ほか， 次に よる。 ただし， 
5.2, 5,3 及び 5.6 は， この 規格に よる。 

5.2 JIS C 9335-1 の 5.2 による ほ 力、， 次に よる。 

備考 101, 15.101 の 試験が 行われる 場合 は， 3 個の 追加 サンプルが 必要で ある。 

5.3 JIS C 9335-1 の 5.3 による ほか， 次に よる。 

機器の 構造から， 一つの 機能の 試験が ほかの 試験よりも， よりよ い 結果 を もたらす ことが 明らかで ある 
場合 は， この 機能の 試験 は 行わない。 
5.6 JIS C 9335-1 の 5.6 による ほ 力 \ 次 による。 

二 個 以上の 調理 機能 を 同時に 果たす ことができる 場合， それら は 同時に 試験す る。 
5.101 誘導 式 こんろ は， モータ 駆動機 器と して 運転す る。 特に 規定され ていない 場合に は， 機器 は， モ一 
タを 組み込まれ ていたと しても， 電熱 機器と して 試験す る。 

I 分類 分類 は， 丄 IS C 9335-1 の 6. によ ■ 

7. 表示 及び 取扱 説明 表示 及び 取扱 説明 は， JISC9335-1 の 7. による。 ただし， 7.1 及び 7.12 は， この 規 

格に よる。 

7.1 JISC 9335-1 の7.1にょるほカ\次にょる。 

誘導 式 こんろの 定格 入力 又 は 定格 電流 は， それ もまた 表示し なければ ならない。 

― 清掃の ために， 部分的に 水中に 浸せき する ような 機器 は， 浸せき する 最高 レベル を 表示し， さらに 
次の 趣旨 を 付記 しな けれ ばな ら ない。 

"この レベル を 超えて 浸せき して はならない。" 
7.12 JISC 9335-1 の 7.12 による ほか， 次に よる。 

― 機器 用 イン レット を 組み込んで おり， 掃除の ために 部分的 又は 完全に 浸せき する 機器の 取扱説明書 
に は， コネクタ は， 機器 を 清掃す る 前に 外さなければ ならない 旨， 及び 機器 用 イン レット は， 機器 
を 再 使用す る 前に 乾燥して いなければ ならない 旨 を， 記載して いなければ ならない。 
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- 自動 温度調節 器 を 組み込んで いる コネクタ とともに 用いる 機器の 取扱 説明 さは， 適切な コネクタに 

限って 用いなければ ならない 旨 を， 記載して いなければ ならない。 
― オーブンの 取扱説明書 は， 次の 趣旨 を 含んで いなければ ならない。 

" ド ァ 又は 外面の 温度 は， 機器が 作動して いると き は 高い ことがある。 " 
- 炙ニズ 上上 ニ^え 1 び. トー スタの 取扱説明書 は， 次の 趣旨 を 含んで いなければ ならない。 

"パン は 燃える 可能性が あるので， トー スタ は， カーテン 又は 可燃物 質の， 近傍 か 又は 下で 用い 
て はならない。 また， トー ス 夕から 目を離し てはいけ ない。" 
- バーべ キュ 台の 取扱説明書 は， 次の 警告 を 含んで いなければ ならない。 

"警告： 木炭 又は 同類の 燃料 は， この 機器と ともに 用いて はならない。" 
一 水と ともに 用いる バーべ キュ 台の 取扱説明書 は， その 機器に 注入し なければ ならない 最大 水量 を述 
ベて いなければ ならない。 

― こんろの 上面が ガラス セラ ミ ック 又は これに 類す る 材質で， 充電 部 を 保護す る 場合， 次の 趣旨の 警 
告を 取扱説明書に 含めなければ ならない。 

"警告： 表面が 割れた 場合に は， 感電の 可能性 を 回避す るた めに 機器の スィ ツチ を 切って 下さい。" 
一 誘導 式 こんろの 取扱説明書 は， 次の 趣旨 を 含んで いなければ ならない。 

"ナイフ， フォーク， スプーン 及び ふたと いった 金物 は 熱くな ります から， こんろに 載せないで 

r さい。" 

8. 充電 部への 接近に 対する 保護 充電 部への 接近に 対する 保護 は， JIS C 9335-1 の 8. による。 ただし， 
8.1.1 は， この 規格に よる。 

8.1.1 JIS C 9335-1 の 8.1.1 による ほか， 次に よる。 

パン 片 用の トレー （クラム トレー） を 装備した トー スタ に対して は， テスト フィン ガは， パン 片 用の ト 
レー （クラム トレー） のす き 間 を 通して は， 両切り スィッチの 作動に よって 切り離される 充電 部に 対して 
当てられない。 しカゝ し， これらの 部分に IEC 61032 の テスト プローブ 41 で 接触す る ことが 可能であって 
はならない。 

9. モ 一夕 駆動機 器の 始動 JIS C 9335-1 の 9. は， この 規格で は 適用し ない。 

10. 入力 及び 電流 入力 及び 電流 は， J1SC 9335-1 の 10. による。 ただし， 10.1 及び 10.2 は， この 規格に よ 

る。 

■ JIS C 9335-1 の 10.1 による ほか， 次に よる。 

誘導 式 こんろの 入力 は 別途 測定し， モータ 駆動機 器に 関する 許容範囲 を 適用す る。 
10.2 丄 IS C 9335-1 の 10.2 による ほ 力、， 次に よる。 

誘導 式 こんろの 電流 は 別途 測 定し， モータ 駆動機 器 に関する 許容 範 囲 を 適用す る。 

國 温度 上昇 温度 上昇 は， JISC 9335-1 の 11. による。 ただし， 11.2， 11.3, 11.4， 11.7 及び 11.8 は， この 

規格に よる。 

■ JIS C 9335-1 の 11.2 による ほか， 次に よる。 

前面から 負荷され るべき 放射 グリル 及び ラク レツ ト用 グリル 並びに 回転 式 グリル， オーブン， こんろ 及 
び クッカ は， 試験 枠の 壁の 一つに できる 限り 近づけ， その他の 壁から は 離して 配置す る。 
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その他の 機器 は， 壁から 離して 配置す る。 
11.3 J1S C 9335-1 の 11,3 による ほ 力、， 次に よる。 

備考 101. 誘導 式 こんろの 磁場が 結果に 不当な 影響 を 与える 場合に は， よった 接続 ワイヤ 又は 同等の 
手段 を もつ 高 抵抗 プラチナ 抵抗 を 用いて 温度 上昇 を 決定す る ことができる。 
11.4 丄 IS C 9335-1 の 11.4 による ほ 力、， 次に よる。 

モータ， 変圧器 又は 電子回路 を 組み込んで いる 機器の 内部で 温度が 上昇限度 値 を 超過し， また， 入力が 
定格 入力より 小さい とき は， 試験 は， その 機器に 定格 電圧の 1.06 倍の 電圧で， 給電した 状態で 繰り返す。 
■ JIS C 9335-1 の 11.7 は， 次の 内容に 置き換える。 

トー スタ は， 通常 操作で 15 分 間 運転す る。 2 枚 以上の パンの スライス （^切り） を 同時に 焼き上げる 構 
造に なって いる トー スタ に対して は， パンの 単一 スライス を 最も 都合が 悪い 結果 を 生じる よう に揷 入した 
状態で， 更に 5 分 間 連続して 行う。 

ロールパン を 焼く ことができる トー ス夕 は， 5 回 運転す る。 

サンドイッチ 焼き 用 取 付け 器具が 付いた トー スタ は， 通常 操作で 更に 5 サイクル 運転し， それから その 
サンドイッチ を 最も 不利 な 姿 * に し た 状態 で 1 サイクル 運転す る。 

放射 グリル は， 30 分， 取扱説明書に 示された 最大限の 時間 又は タイマに よって 許される 最大限の 時間の 
うち， いずれ か 長い 時間 運転す る 力、 その 調節 装置 は， それらの 最高の 位置に 設定す る。 

オーブン， ロース 夕 及び ロータ リグ リル は， 定常状態が 確立され るまで 又は 60 分 間のう ち， いずれ か 短 
い 方の 時間 運転す る。 タイマ 付きの 回転 式 グリルに 対して は， タイマ は， 定常状態 力 《確立す るのに 必要な 
回数 だけ 何回も 再 設定す る。 

自 動 温度調節 器 を 装備して いる 接触 グ リ ル は， 定常状態が 確立 される ま で 運転す る 。 そ の 他の 接触 グ リ 
ルは， 加熱 面の 中心が 温度 275 °C に 達した 後， 30 分 間 運転す る。 

ワッフル アイロン は， 定常状態が 確立す るまで， 又は 加熱 面の 中心が 温度 210 °C に 到達した 後 30 分 間 
のうち， いずれ か 短い 方の 時間 運転す る。 

ラク レット 用 グリル， バーべ キュ台 及び 食品 脱水機 は， 定常状態に 達する まで 運転す る。 

誘導 式 こんろ は， 30 分 間 運転す る。 ほかの こんろ は， 60 分 間 運転す る。 

クッ 力の場 合， 発熱 体の スィッチ を 規定され た 時間 入れて， 同時に 通電 できる 発熱 体の 組合せ を 一緒に 
試験す る。 

備考 101. 機器 を 二つ 以上の 試験に かける 場合， それぞれの 試験の 前に 室温に 冷却す る。 
11.8 JISC 9335-1 の 11.8 による ほ 力、， 次に よる。 

放射 グリル， ロータ リグ リル， ラク レット グリル， こんろ 及び タツ 力の場 合， 試験 枠の 壁の 温度 上昇 力、 
65 K ではなく， 75 K 以下で なければ ならない。 

機器 用 コネクタ が 自動 温度調節 器 を 組み込んで いる とき は， 差し込み 口 の ピン に 対す る 温度 上昇限度 値 
は 適用し ない。 

電子回路 における モータ， 変圧器 又 は 部品 及び それらに よって 直接 影響 を 受ける 部分の 温度 上昇 は ， そ 
の 機器が 定格 入力の 1.15 倍で 運転す る ときには 超過しても よい。 

サンド ィ ツチ 焼き 用 附属 器具で チーズ を 用いる もの は， 沿 面 距離 及び 空間 距離が， 29. に 示される 値 を 下 
回って 減少 する 危険が ある 場所に チ 一 ズが 流れ出 て はならない。 

12. (規定な し） 
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13. 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 は， JISC 9335- 1 の 13. によ 

る ほ 力、， 次に よる。 ただし， 13.1〜13.3 は， この 規格に よる。 
13.1 J1S C 9335-1 の 13.1 に よ る ほか， 次に よ る。 

オーブン に グ リ ルが 組み込 まれて いる 場合， オーブン か 又は グ リ ル か， レ ゝ ずれ か 不利 に な る 方 を 運転す 

る。 

13.2 J1S C 9335-1 の 13.2 による ほか, 次に よる。 

充電 部と こんろの ガラス セラ ミ ッ ク 又は これに 類す る 材質の 表面との 間に アース された 金属が ある 場合， 
アース された 金属と 各 容器 を 順次 接続し， 容器と 充電 部 間の 漏え い 電流 を 測定す る。 漏え い 電流 は， 0.75 mA 
以下 で な け れ ばなら ない。 充電 部と ガラス セラミック 又は これに 類す る 材質の 表面との 間に アース された 
金属がない 場合， 充電 部と 各 容器との 間で 順次 漏え い 電流 を 測定し， その 漏え い 電流が 0.25 mA 以下で な 
ければ ならない。 

13.3 JIS C 9335-1 の 13.3 による ほ 力 、，次に よる。 

充電 部と こんろの ガラス セラ ミ ッ ク 又は これに 類す る 材質の 表面との 間に アース された 金属が ある 場合， 
アース された 金属に 接続した すべての 容器と 充電 部との 間に 1 000 V の 試験 電圧 を 印 加す る。 充電 部と ガ 

ラス セラ ミ ッ ク 又は これに 類す る 材質の 表面との 間に アース された 金属がない 場合， 充電 部と 容器との 間 

に 3 000 V の 試験 電圧 を 印 加す る。 

14. 過渡 過 電圧 過渡 過 電圧 は， J1SC 9335-1 の 14. による。 

15. 耐湿性 耐湿性 は， JISC9335- 1 の 15. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 15,2 は， この 規格に よる。 
15.2 JIS C 9335-1 の 15.2 による ほ 力、， 次に よる。 

オーブンの 場合， 約 1 % の 塩化 ナ ト リウ ムを 含む 水 0.5L を 被 加熱 空間の 底面に 一様に 注ぐ。 

こんろ 及び クッカ は， 上面が 水平になる ように 配置す る。 調理 域の 直径 以下で， 付図 103 に 示された 最 
大径を もつ お 器に， 約 1 % の 塩化 ナトリウム を 含む 水 を 一杯に 入れて， その 容器 を 調理 域の 中心に 置く。 
さらに， 約 0.5L の 溶液 を 15 秒 間に わたり， 一様に 容器に 注ぎ入れる。 機器から 残留 溶液 を 除去して から， 
各 調理 域に ついて， 別々 に 試験 を 行う。 

こんろの 発熱 体に 熱 コントロールが 組み込まれ ている 場合， 0.02 L の 食塩水 を 調理 域に 注いで， 食塩水 
が コントロールの 上 を 流れる ようにす る。 次いで， 容器 を 調理 域に 置いて， 可動 部 を 押 (し 下げる。 

加熱 面に 換気口が ある こんろ は， 0.2 L の 食塩水 を 漏斗 を 用いて 堅実に 換気口に 注ぐ。 漏斗 は， 注ぎ口の 
直径が 8 mm で， 加熱 面の 上 200 mni に 注ぎ口が くるよう に 水平に 置く。 漏斗 を 換気口の 上に 置き， 機器 
にと つて 最も 不利な 方法で 食塩水 を 注ぐ。 

備考 101. 開口部が 保護され ている 場合， 漏斗 は 過熱 面から できるだけ 近くに 食塩水 を 落とす ことが 
できる 開口部の 上に 置く。 

通常の 使用で， 容器 を 発熱 体の 上に 置く ほかの 機器の 場合， いつ （溢） 水 試験 は， 1 分 間に わたり 加熱 
面に 一様に 水 を 注ぐ こ と によって 実施す る。 水 は 約 1 % の 塩化 ナ ト リウ ムを 含み， その 量 は 加熱 面 100 cm 2 
当た り 0.1 L に 等しい。 . 

ロース タ について は， こぼれ 試験 は 行わない。 
15.101 掃除の ために， 部分的に 又は 完全に 水中に 浸せき する ような 機器 は， 浸せき の 影響に 対して 十分 
保護して いなければ ならない。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 この 試験 は， 3 個の 追加 機器に ついて 行う。 
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機器 は， 自動 温度調節 器が 初めて 作動す るまで， 定格 入力の 1.15 倍の 入力で 通常 操作で 運転す る。 自動 
温度調節 器がない 機器 は， 定常状態が 確立す るまで 運転す る。 また， 機器が 最大 浸せき レベル を 表示して 
いない 場合 （この場合， この レベルより 5cm 上まで 浸せき する。）， コネクタ を 引き抜く 力、， 又は 電源 を そ 
の 他の 方法で 遮断し， 機器 を 直ちに 温度 10〜25 での 水に 完全に 浸せき する。 
1 時間 後， 機器 を 水から 取り出し， 乾燥し， 16.2 の 漏え い 電流 試験 を 行う。 
備考 すべての 湿気が， 機器 用 イン レットの ピンの 周囲の 絶縁 部から 除かれる こと を 保証す るよう に 
注意す る。 

この 試験 は， 更に 4 回 実施す る。 その後， 機器 は， 表 4 に 規定され た 電圧で 16.3 の耐 電圧 試験に 耐えな 

ければ ならない。 

5 番目の 浸せき の 後， 最高の 漏え い 電流 を もつ 機器 を 分解し， 29. に 規定した 値 以下で， 沿 面 距離 及び 空 
間 距離 を 低減す るお それが ある 絶縁 物 上に， 水の こ ん 跡がない こ と を 検査に よって 証明し なければ な ら な 

い。 

残りの 2 個の 機器 は， 定格 入力の U5 倍で 240 時間 通常 動作で 運転す る。 この 期間の 後， 電源から 機器 
を 切り離し， 再度 1 時間 水に 浸す。 その後， 機器 は， 表 4 に 規定され た 電圧で 16.3 の耐 電圧 試験に 耐えな 

ければ ならない。 

検査 は， 29. の 値 以下に 沿 面 距離 及び 空間 距離 を 低減す るお それが ある 絶 ほ 物 上に， 水の こん 跡がない こ 
と を 証明し なければ ならない。 

16. 漏え い 電流 及び 耐 電圧 漏え い 電流 及び 耐 電圧 は， JISC 9335-1 の 16. による。 ただし， 16.1〜16.3 は， 

この 規格に よる。 

■ JISC 9335-1 の 16.1 による ほか， 次に よる。 

こんろの 場合， 通常 動作で 規定され た 容器 を 各 調理 域に 置いて 試験 を 行う。 

16.2 JISC 9335-1 の 16.2 による ほ 力、， 次に よる。 

充電 部と こんろの ガラス セラ ミ ッ ク 又は これに 類す る 材質の 表面との 間に アース された 金属が ある 場合， 
アース された 金属と 各 容器 を 順次 接続し， 容器と 充電 部 間の 漏え い 電流 を 測定す る。 漏え い 電流 は， 0.75 
mA 以下で なければ ならない。 充電 部と ガラス セラ ミ ック 又は これに 類す る 材質の 表面との 間に アース さ 
れた 金属がない 場合， 充電 部 と 各 容器 と の 間で 順次 漏え い 電流 を 測定 し ， そ の 値 は 0.25 mA 以下で な けれ 
ばなら ない。 

16.3 JIS C 9335-1 の 16.3 による ほ 力、， 次に よる。 

充電 部と こんろの ガラス セラミック 又は これに 類す る 材質の 表面との 間に アース された 金属が ある 場合， 
アース された 金属に 接続した すべての 容器と 充電 部との 間に 1 250 V の 試験 電圧 を 印 加す る。 充電 部と ガ 
ラス セラ ミ ッ ク 又は これに 類す る 材質の 表面との 間に アース された 金属がない 場合， 充電 部と 容器との 間 
に 3 000 V の 試験 電圧 を 印 加す る。 

17. 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 は， J1SC9335-1 の 17. 

による。 

18. 耐久性 J1SC9335-1 の 18. は， この 規格で は 適用し ない。 
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國 異常 運転 丄 IS C 9335-1 の 19. による ほか， 次に よる。 ただし， 19.1， 19.2, 19.4, 19.8， 19.10 及び 19.13 

は， この 規格に よる。 

19.1 JIS C 9335-1 の 19.1 による ほ 力、 次に よる。 

次の 機器 だけ， 19.4 及び 19.5 を 行う。 

― 食品 脱水機 

― タイマ を もって いるもの 又は 1 時間 以上の 調理 動作の ために 用いる 次の 機器。 
'オーブン 
• ロース タ 
, 回転 式 グリル 
• こんろ 
, クッカ 

トー スタ は， 追加して 19.101 及び 19.102 の 試験 を 行う。 
誘導 式 こんろ の^ 合， 19.103 及び 19.104 の 試験に よっても 適否 を 判定す る 。 
19.2 JISC9335-1 の 19.2 による ほか, 次に よる。 

前面から 負荷 を 加える 放射 グリル 及び ラク レツ ト グリル 並びに 回転 式 グリル， オーブン， こんろ 及び ク 
ッカ は， 試験 枠の 床に できるだけ 壁に 近づけた 状態で 置く。 

機器 を 空で 試験す る。 ふた， ドア 及び フード は， 開ける か 又は 閉める かいずれ か 不利な 方に する。 着脱 
できる 部分 は， 規定 位置に 置く か 又は 外す かいずれ か 不利な 方に する。 

こんろ は， コントロール を最 高 設定 に 合わせて 容器 な し に 運転 す る 。 

誘導 式 こんろ は， 〗1. の 条件の もとで 空の 容器 を 置いて 運転す る。 コントロール を 最高 設定に 合わせる。 

タツ 力の場 合， 必ず， 最も 不利な 状況が 生じる 発熱 体 を 用い， その コントロール を 最高 設定に 合わせて 
試験 を 行う。 オーブンの スィッチが 入って いる こと を 示す 表示灯がない オーブンが 機器に 組み込まれ てい 
る 場合， オーブン も その コントロール を 最高 設定に 合わせて 運転す る。 

備考 101， ドア を 通して 見る ことができ， オーブン とともに 自動的に 点灯 及び 消灯す る， オーブン を 
照明す るた めの ランプ は， 表示灯と みなす。 
19.4 JIS C 9335-1 の 19.4 による ほか， 次に よる。 

食品 脱水機の 空気 循環 用 の ファン は， 停止 させて おく。 
19.8 JIS C 9335-1 の 19.8 は， こ の 規格で は 適用 しない。 
19.10 JIS C 9335-1 の 19.10 は， この 規格で は 適用し ない。 
19.13 JISC9335- 1 の 19.13 による ほ 力、， 次に よる。 

19.102 の 試験 中， パンからの 炎 又は 煙 は 無視す る。 

誘導 式 こんろ の 巻 線の 温度 上昇 は， 19.7 に 規定す る 数値 以下で なければ な ら ない。 

誘導 式 こんろの 耐 電圧 試験 は， スィ ツチ を 切った 直後に 行う。 
19.101 トー ス夕 は， 通常 動作の もとで 定格 入力で 運転す るが， パン は 用いず， 6 サイクルの 運転 を 行う。 
そのと き 機器 は， ほぼ 室温に 冷却す る。 

この 試験 は， 500 回 実施す る。 

この メカニズム は， 満足で きる 動作 をし なければ ならず， 持続 アークが 発生して はならない。 電気 接続 
は 緩んで はならず， 機器 は， 16.3 の耐 電圧 試験に 耐えなければ ならない。 
備考 1. 強制 冷却 を 用いても よい。 

2. 機器 を 動作させる のに 模擬 負荷が 必要な 場合 も ある。 
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3, 19. "は， 適用し ない。 

19.102 通常， 操作 用に 規定した パン を 負荷と した トー ス夕 を， 定格 入力で 運転す る。 パン 飛 出し 装置 は 

パン を 放出し ないよう にし， タイマが その サイクル を 完了した 後 も， 電熱 素子への 給電 は 維持す る。 試験 
は， 火が すべて 消えた 後 終了し， その後 残りの パン をす ベて トー ス 夕から 取り出す。 

19.103 誘導 式 こんろに 定格 電圧 を 印 加し， スチール ディスク を 調理 域の 中心に 置いて 運転す る。 デ イス 
クは 厚さが 6mm で， 直径が 機器の 運転 を 可能に する センチメートル 以下 を 切り上げた 最小 直径で ある。 
19.104 誘導 式 こんろに 定格 電圧 を 印 加 し ， 通常 運転 状態 で 11. の 試, 験 中 に 熱 コントロール をして いる 装置 
を 短絡して 運転す る。 

備考 二つ 以上の 装置が ある 場合 は， 交互に 試験す る。 
油の 温度 上昇 は， 270 K 以下 で な け れ ばなら ない。 

20. 安定性 及び 機械的 危険 安定性 及び 機械的 危険 は， JISC 9335-1 の 20. による ほ 力、， 次に よる。 

20.101 質量 力え 7_ぶ 且 き え 5 オーブンの 下側の 縁で 水平の 丁番を もち， そして 荷重が 加えられる こ とが 多 

い ドア を もつ オーブン は， その ドア を 開けて 負荷 を かけた ときに 十分な 安定性 を もたなければ ならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

オーブン は， ドア を 開放し 水平面 上に 置き， 3.5kg の 質量 を， ドアの 幾何 的中 心に 穏やかに 置く。 
備考 砂袋 を 用いても よい。 
オーブン を， 傾斜して はならない。 

この 試験 は， オーブンの 下側の 縁で 水平の 丁番が あり， その 丁番 から 反対側の 縁まで， 225 mm 未満の 
ドアが 付いた オーブン 及び 完全に 開けた 位置で， 大皿 を 支える ことができない ドアの オーブンに ついては 
実施し ない。 

國 機械的 強度 機械的 強度 は， JISC 9335-1 の 21. による ほか， 次に よる。 

機器が， ガラス 管に 封入され ている 可視 赤熱 電熱 素子 を もってお り， 次の 条件 を 満たす 場合， 衝撃 は， 
機器の 管が 取 り 付けて ある 部分に 適用す る。 

一 オーブンの ト ッ プに 位置し， JISC0922 の テス ト プローブ 41 で 接触 可能な 場合。 
一 その他の^ 所に 位置し， J1SC0922 の テス ト プローブ B で 接触 可能な 場合。 

二… 旌室 舰」 網^ は 皿 ^籠き &玄モ 隨: t.§. 鍵: I 食^ JjHZ^ 薩 kTE に 岀る芷 二え ヒ-ヒ ニ^^ A 

^ニ^えな^^ 鍵 歷種 腿に:？". X あ お^!:?: 三 上ズ 只ニズ で な S 食 だ 
—し..！ » 通寳 食品-き. 1 丄輕ぇ HfttH は ズ ええ^ 底 ヒ^ を^^ It 耷藍數 レスヒ^ 

場： t も… ^せ 網が 着] H き-^ 運贫: ^あ 2ス_ も^ i 处 ま-な ち-週 種歷 画 E 罨 APJt&^z^ 管 

_ヒ_ 二え (こ- 2 ヒ: き ^ ^条- き. *M な- t 場 食,… よ J き-き 適歷レ なヒ ニ_ 

a 丄… iH 鄧ゅフ お^ 5 きり i ^瘦 I 哩 ほに ええ^ 管- ヒ-ニ えお な-い A は。— 

— よ^ええ ろ 1玍ニ え 9 ぶ 二え 南ェ 舍 M か- L ぶ 二え f 塑 I お^ に 藍 圣舍爐 ？ ^二-え 撵趣 

二 H しき 幽 二 せ^ 鄣も ffl 艇 二 タエ *tHT^l 
^、^^や 吊 Angp ^藤麵 璧逸び獰 ま 避: ^固ま .扛5^囲_を ヒ う- ヒ 

ガラス 磁器な どの 材料で できて いる ホブ 表面に ついては， 21.101 の 試験 中， 衝撃に さらされない 表面 部 
分に 3 回 ブロー を 加える 力 尺 衝撃 エネルギー は， 0.70 J 士 0.05 J に 増す。 ノブの 20mm 以内の 表面に は プロ 
一 を 加えない。 
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備考 101. 外枠 を 除いて， ホブ 表面が シングル ピースで できて いる 場合， 試験 は 行わない。 
21.101 ガラス セラ ミ ック 又は これに 類す る 材質の こんろの 表面 は， 通常の 使用で 発生し がちな 応力に 耐 

えなければ ならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

コントロール を 最高 設定に 合わせて， 定格 入力で こんろ を 運転す る。 誘導 式 こんろ は， 11. に 規定され た 
とおりに 運転す る。 定常状態に 達したら， こんろの スィッチ を 切って， 底の 平らな 容器 を 150 mm の 高さ 
から 調理 域 上に 落下す る。 容器 は， 直径 120 mm±10 mm にわたり， 平らな 銅 又は アルミニウムの 底 を も 
も， その 縁 は 少な く と も 10 mm の 半径で 丸める。 総 質量が 1.80kg±0.01 kg となる よう に， 少な くと も 1.3 
kg の 砂 又は 散弾 を 一様に 容器に 入れる。 

容器 は， 調理 領域に 10 回 落下させる。 その後， 機器 は， 定常状態まで 定格 入力で 運転す る。 

約 1 % の 塩化 ナ 卜 リウ ムを 含む 1で亇 の 水 を こんろに 一様に 注ぎ かける。 

次いで， 機器 を 電源から 切る。 15 分 後に すべての 余分な 水 を 除去して， 機器 を ほぼ 室温に 冷却させる。 
同量の 食塩水 を こんろに 注ぎ かけ， 次いで 余分な 水 を 再び 除去す る。 

こんろの 表面が 破損して はならず， 機器 は， 16.3 の耐 電圧 試験に 耐えなければ ならない。 

22. 構造 構造 は， 丄 LSC 9335-1 の 22. による ほ 力つ 次に よる。 ただし， 22.24 は， この 規格に よる。 
22.24 JISC 9335-1 の 22.24 による ほか， 次に よる。 

電熱 素子 は， それら 力、 その 機器の 取扱い を 含む 通常の 使用 状態に おいて， 変位す る ことがない ように 
組み立てられ， 又は 支えられて いなければ ならない。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 
22.101 放射 グリル は， 電熱 素子の 動作 を 遅らせる 目的の タイマ を 装備して はならない。 ただし， それら 
が 自動 温度調節 器 を 装備し， オーブン， その他の 仕切り 空間の 中に 組み込まれ ている とき は 除く。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 
22.102 バーべ キュ台 は， 裸の 電熱 素子 を 装備して はならない。 

ォ 一 ブ ンの 裸の 電熱 素子 は ， 加 熱される 仕切 り 空間の 頭上 だ けに 置く。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 
22.103 オーブンの 穴 は， それらが 沿 面 距離 及び 空間 距離に 悪い 影響 を 与える よう な 湿気 及び グリース を 
放出し ない 構造で なければ ならない。 

適否 は， 目 視検查 によって 判定す る。 
22.104 オーブン は， 棚が その 支えの 中で 容易に 滑る ことができ， 極端に 側面 位置に 置いても， 落下し な 
いよう に 組み立て られ ていな ければ な ら ない。 

適否 は， 目 視検查 及び 手に よる 試験に よって 判定す る。 
22.105 機器 は， 下 面に 小さな ものが 入り込み， 充電 部に 触れられる ような 開口部 を もっていて はなら な 
い。 

適否 は， 目視 検査 及び 開 口 部 を 通 し ての 支持 台 表面 と 充電 部 と の 間の 距離 を 測定す る ことによ つ て 判定 
する。 この 距離 は， 少なくとも 6 mm なければ ならない。 ただし， 脚 を 備える 機器の 場合， 距離 は， 机の 
上に 立てて お く 機器の 場合 は 10 mm に， 床の 上に 立てて お く 機器の 場合 は 20 mm に 増加す る。 
22.106 グリル 及び バ 一^ ^キュ 台 は， それらの 電熱 素子 を 正しい 位置に 固定す るか， 又は 通常の 使用 位置 
にない ときには， 作動し ないように 組み立てられて いなければ ならない。 

適否 は， 目 視検查 によって 判定す る。 
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22.107 こんろ は， 発熱 体が 垂直 軸 を 中心とする 回転 を 防止し， 発熱 体が その 支持 物の あらゆる 調節 位置 
で 適切に 支持す る 構造で なければ ならない。 

備考 発熱 体が ナツ 卜で 中心 ス タツ ドに クランプされ ている 場合に は， 発熱 体の 回転 を 防止す るた め 
に 追加 手段が 必要で ある。 
適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 
22.108 こんろ は， 不注意に よる タ ツチ コントロールの 操作 力、 次の ために 危険な 状況 を 生じ 得る 場合， 
操作 上 そ のよう な 可能性が な レ 4 冓 造で な ければ な ら ない。 

一 容器の 吹き こぼれに よって 生じる もの を 含めて， 液体の こぼれ。 
一 制御盤に 置かれた 湿った 布。 

適否 は， 機器に 定格 電圧 を 印 加 して 行う 次の 試験に よって 判定す る。 

多く 注いでも 2mm 以上の 深さに ならない うちに， 制御盤 を 完全に 覆う のに 十分な， 少なく とも 140 ml 
の 水 を 制御盤に 一様に 注ぎ かけて， タツ チパッ ドの 組合せの 間に 橋 絡が 生じる ようにす る。 
各 発熱 体に 順次に 通電 し， 次いで どの 発熱 体に も通電 せずに， 試験 を 行う。 

質量が 140 g/m 2 と 170 g/m 2 との 間で， 寸法が 400 mm X 400 mm の 布に 水 を 十分に 含ませ， その 布 を I 回 
折り畳んで 正方形の パッ ド にして， 任意の 位置で 制御盤の 上に 置く。 

不注意に よる 発熱 体の 動作 は， 10 秒 以下で なければ ならない。 
22.109 夕 ツチ コントロール を 組み込んだ こんろ は， 発熱 体の スィッチ を 入れる に は 少なく とも 二つの 手 
動 操作 を 必要 とし， 発熱 体の スィッチ を 切る に は 一つの 手動 操作 だ け で 切 れ るよう にしな け れ ば ならない。 
備考 接触 面の 同一 筒 所に 2 回タ ツチす る こと は， 2 回の 操作と はみ なさない。 

適否 は， 手動 試験に よって 判定す る。 
22.110 誘導 式 こんろ は， 適切な 容器 を 調理 域に 置かない と 運転で きない 構造で なければ ならない。 

適否 は， 機器に 定格 電圧 を 印 加して 行い， 次の 試験に よって 判定す る。 

厚さが 2 mm で， 寸法が 100mmX20mm の 鉄棒 を 調理 域の 最も 不利になる 位置に 置く。 コ ン トロール は， 
最高 設定に 合わせる。 

鉄の 温度 上昇 は， 35 K 以下で な ければ な ら ない。 
?_ ネ, ヌ 01---Z. え:?… ヒコ」 ィ— ヒョ. ニノ- レ ま-，… 

^-き _ffl_k な 上_ き， 生 二え^^^: t§ 丄き^ ズ f 二 力 な はお; 拉^^ レ 入—. 

蕩否丄 ま-，…！ IS 檨 て， 室 H 。― 
み； ^乙-ぶ^る せし A 丄？ え-:，::—— に 逢 作 L ^えき M クユ^^ ——あ… あ—— -宣 なぶ^よ — 適 
直に」 ^ 迖 厘え *^ぶ 上 力， 講:？ 室 i—l^t え も-:? も"： ^なせお^ な^-な 乂 ヽ- 

直 否^.，… 厘: 複梭: tf こ- A:? -ズ， 

23. 内部 配線 内部 配線 は， JISC 9335-1 の 23. による。 ただし， 23.3 はこの 規格に よる。 
23.3 J1SC 9335-1 の 23.3 による ほ 力、， 次に よる。 

二つの 位置まで あける ことができる 機器に 対して は， 1 000 回の 屈曲が， その 部分 を - 卜 分に 開放した 位置 

まで 動かした 状態で 行い， 残りの 屈曲 回数で， その 部分 を 別の 位置まで 動かす。 

24. 部品 部品 は， JISC 9335-1 の 24. による ほ 力、 次に よる。 ただし， 24.1.3〜24 丄 5 は， この 規格に よる。 
24.1.3 JISC9335-1 の 24 丄 3 による ほ 力、， 次に よる。 

こんろの 発熱 体 を 制御す るスィ ツチに， 50000 サイクルの 操作 を 加える。 
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24.1.4 J1S C 9335-1 の 24.1.4 による ほ 力、， 次に よる。 

一 エネルギー レギ ユレ一 夕 

• 自動 作用の 場合 100 000 

- 手動 作用の 場合 10 000 
一 ガラス セラミック こんろの 発熱 体の 自己 復帰 形 温度 過 昇 防止 装置 100000 

24.1.5 JIS C 9335-1 の 24.1.5 による ほ 力、 次に よる。 

自動 温度調節 器， 温度 過 昇 防止 装置 又は ヒューズ を コネクタ 中に 組み込んで いる 機器 用 力 ブラ は， IEC 
60320 に 適合し なければ ならない。 ただし， 次 は 除く。 

― コネクタの 接地 極 は 触れる ことができても 構わない。 ただし， この 接点が コネクタの 挿入 又は 引き 

抜き 中， つかまれる おそれがない ときに 限る。 
一 18. の 試験に 対して 要求され る 温度 は， この 規格の 11. の 温度 試験 中の， 機器 用 イン レットの ピン 上 

での 測定値で ある。 
一 19. の 遮断 容量 試験 は， 機器の イン レット を 用いて 実施す る。 
- 21. に 規定され た通電 部分の 温度 上昇 は， 測定し ない。 
備考 101. 熱 コントロール は， IEC 60320-1 の 標準 シート を 満足す る コネクタの 中に 組み込ん ではな 
ら ない。 

24.101 OFF 位置が 組み込まれた 自動 温度調節 器 及び エネルギー レギ ユレ 一夕 は， 周囲 温度の 変化の 結果 

として aN になって はならない。 
適否 は， 三つの 装置に ついて 行う， 次の 試験に よって 判定す る。 

OFF 位置に セットした 装置 を 一 20 j°C の 周囲 温度， 次いで 次の 温度に 2 時間 置く。 

一 / °C， T 表示に 基づく 温度。 

― 55 °C， T 表示がない 装置の 場合。 

試験 中， OFF 位置 を 維持し なければ ならない。 

接点の 間に， 500 V の 試験 電圧 を 1 分 間 印 加す る。 ブレークダウンが 生じて はならない。 

24.102 19.4 に 適合す るた めに 食品 脱水機に 組み込まれた 温度 過 昇 防止 装置 は， 非 自己 復帰 形で なければ 
ならない。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 

25. 電源 接続 及び 外部 可とう コード 電源 接続 及び 外部 可とう コード は， JISC 9335-1 の 25. による。 ただ 
し， 25.1 § び _2_5 ヌス は， この 規格に よる。 

25.1 丄 IS C 9335-1. の 25.1 による ほ 力 \ 次に よる。 

IEC 60320-1 の 標準化 された 機器 用 イン レツ ト 以外の イン レツ トを 組み込んで いる 機器 は， コード セッ 
卜で 給電し なければ ならない。 
25J2__ __JISC9_335 : L 

靂遞三 二 I に 歷 S^ifl お な 場 ^—や _は ^^ど ゆ 傷晝に #に2 なお^お せ あ… ア^ 

ネ.: ノ. 上ズ 2 ク、 M 上ヒ ヒ 9... 

26. 外部 導体 用 端子 外部 導体 用 端子 は， JISC 9335-1 の 26. による。 

27. 接地 接続の 手段 接地 接続の 手段 は， JISC 9335-1 の 27. による。 ただし， 27.1 はこの 規格に よる。 



著作権法 により 無断での 複製， 転戰等 は 禁止され ており ま 
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■ JTS C 9335-1 の 27.1 による ほか， 次に よる。 

接地の 連続 性 は， 可とう 金属 チューブ， コイルば ね 又は コード 止めに 依存して はならない。 

28. ねじ 及び 接続 ねじ 及び 接続 は， JISC 9335-1 の 28. による。 

29. 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 は， J1SC 9335-1 の 29. による。 

ただし， 29.2 及び 29.3 は， この 規格に よる。 

29.2 JISC 9335-1 の 29.2 による ほか， 次に よる。 

マイクロ 環境 は， 絶縁が 囲 まれて いる か 又は 機器の 通常 使用 中 に 汚損に さらされる おそ れ がな レ 、場所に 
位置して いる 場合 を 除いて， 汚染 度 3 とする。 

29.3 J1S C 9335-1 の 29.3 による ほ 力 \ 次に よる。 

この 要求 事項 は， JIS C 0922 の テス ト プローブ 41 によって 触れる こ とがで きない 可視 赤熱 電熱 素子の シ 
一 スには 適用し ない。 

30. 耐熱性 及び 耐火性 耐熱性 及び 耐火性 は， JISC 9335-1 の 30. による。 ただし， 30.1 及び 30.2 は， この 

規格に よる。 

■ JISC 9335-1 の 30.1 による ほか， 次に よる。 

19.101 の 試験 中に 発生す る 温度 上昇 は， 考慮し ない。 
30.2 JISC 9335-1 の 30.2 による ほ 力、， 次に よる。 

30.2.3 は， タイマ を もってい るか 又は 1 時間 以上の 調理の ために 用いる オーブン， ロース 夕， 叵 I 転 式グ 
リル 及び 食品 脱水機に 適用す る。 
30.2.2 は， その他の 機器に 適用す る。 

31. 耐 腐食 性 耐 腐食 性 は， JISC 9335-1 の 31. による。 

32. 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 は， JIS C 9335-1 

の 32. による。 



著作権法に よ り 無断での 複製， 報 等 は 禁止 さ れて お り ま す。 



回転 グリ ル 




食器 脱水機 付菌 101 機器の 例 



ております。 

複 a 一一 一 




備考 固定ね じ 力、 くしの 直径に 接触す るよう にお もり を 回転ぐ しに 載せる。 

付図 102 回転ぐ しの 試験 用 荷重 



^作 権 法に より 無断での 複製， 戰等は 禁止され ており ます。 
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備考 容器の 底の 最大く ぼみ 面 は 0.05 mm 以下で ある c 
容器の 底 は， 凸面であって はならない。 

付図 103 こんろ 試験 用 容器 



底と 外郭の 厚さ 
. 1 .5 mnr ！〜 2.5 mm 




備考 容器 は， 0.08% 以下の 炭素 を 含有した 低 炭素鋼で できて いる。 それ 
は， 金属製の 柄 又は 突出した 部分がない 円筒 状の 形で ある。 容器の 
底の 平らな 部分の 直径 は， 調理 域の 直径 以上で なければ ならない。 

容器の 底の 最大く ぼみ C は， 容器の 底の 平らな 部分の 直径 cJ の 
0.006 倍 以下で なければ な ら ない。 

容器の 底 は， 凸面であって はならない。 



付図 104 誘導 式 こんろの 試験 用 容器 
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附属 書 



JISC 9335-1 の 附属 書に よる。 ただし， 附属 書 C は， この 規格に よる。 



附属 書 C (規定） モータの 劣化 試験 



JIS C 9335-1 の 附属 書 C による ほか， 次に よる。 

p 値 二 2 000。 



^作 権 法に より 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 



附属 書 1 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



JIS C 9335-2 


-9 ： 2004 家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 




IEC 60335-2-9 ； 2002 Household and similar electrical appliances — Safety — 


第 2-9 部： 可搬形 ホブ， オーブン， トー ス夕 及び これらに 類す る & 33 の 個別 要求 事項 


Part 2-9 : Particular requirements for toasters, grills, roasters and similar appliances 


■) JIS の 規定 


(II) 国際 規 


(HI) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項目 


國 JIS と 国際規格との 技術的 






格备ザ 






ごとの 評価 及び その 内容 


差異の 埋由 及び 今後の 対策 












表示 箇所 


* 本体 














表示 方法 


： 点線の 下線 




項目 番号 


内容 




項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




1. 適用 範囲 


定格 電圧が 250 V 以下の 家庭 用 ト 
ースタ 及び グ リ ルの よ う な 調理 機 
能 を もつ 可搬形 機器の 安全性 


■ 60335-2-9 


1 


國 に 同じ。 

ただし， ォ一 ブント一 

スタを 追加。 


MOD/ 追加 




JIS では， 日本で 用いられ ている 

オーブン ト一 スタを 定義に 追加 
し， 適用 を 明確に した。 


2. 引用 規格 


■ C 9335-1 による。 


■ 60335-2-9 


2 


國 に 同じ。 


IDT 






3. 疋我 


各 製品の 通常 動作， 製品の 定義 


IEC 60335-2-9 


3 


3.1.9.101 


MOD/ 


3.1.9.101 


3.1.9.101 




3.1.9.101 






ト 一ス 夕の パ ンの大 


変更 ， 追加 


JIS では， 日本の 食パン 6 枚 切 


IEC の 大きさの パン は， 日本の 




トー ス 夕の パンの 大きさ は， 






きさ は， 100 mm X 100 




り を 標準と した。 


パンよ り 小さいた め， 標準 ト一 




120 匪 X 130 mm X 20 mm 






mmX 10 mm 




3.L9.102 


ス 夕で 焼く こ とがで きない。 




3.1.9.102 






3.1.9.102 




國 では， 回転 式グ リ ル 機器の 


3.1.9.102 




回転 式 グリルの 負荷と して， 最大 






回転 式 ダリ ルの 負荷 




最大 負荷が その 取扱説明書に 


IEC 規格 は， 大形 オーブン を 想 




負荷が 取扱説明書な ど 記載 さ れて 






として， 付図 102 を 適 




記載され ている お 器 は， その 


定 している 力、 日本の 小形 機器 




いるもの は， その 質量のお もり を 






用。 




質量で 行う。 


では， 質量 4.5 kg のお も り を 駆 




用いなければ ならな レ、 










3.201 


動で きない 器が ある。 




3.201 






フラッ ト コント ロー 




JIS では， マイクロス ィ ツチ 


3.201 




フラッ ト コントロール： 指で 押す 






ルの 定義な し。 




(機能的 接点 を もつ もの） を 


S 械的 接点が ある スィ ツチ は 




ことで 機械的な 接点が 動き 始動す 










利用 した スィ ツチ は， "夕 ッ 


ON させる ときに 操作 感覚が あ 




るコン トロール。 ただし， 押 圧が 4 










チ コントロール" と 区別して 


るので， "夕 ツチ コントロール" 




N 以下の もの は， 夕 ツチ コント 口 










定義した。 


のよう な 安全 機構 （異なる 2 種 




ール とみな す。 












類の 操作で ON) は 必要ない こ と 
から， 定義 を 区別した。 IEC に 
提案 を 検討。 


4. 一般 要求 


安全の 原則 


■ 60335-2-9 


4 


國 に 同じ。 


IDT 






事項 

















2〇 

9335-2-9 ： 2004 



^^^1 き SB, SSS^^^A-^ 一〕 s tc 



■ ) JIS の 規定 


(II) 国際 規 
格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項目 

ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 
差 里 の 珲 由 及び 今後の 文ォ策 


項目 番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


5. 試験の た 

めの 一般 条 
件 


サンプル 数， 機器の 形な ど 


IEC 60335-2-9 




國 に 同じ。 


IDT 


- 




6. 分類 


He 9335-1 による。 


IEC 60335-2-9 


6 


J1S に 同じ。 


IDT 






7. 表示 及び 
取扱 説明 


定格 表示， 各 器の 取扱説明書へ 
の 記載 内容 


IEC 60335-2-9 




7.12 

オーブン トー ス夕を 
追加 


MOD/ 追加 


取扱 説 明 書の 内容 を 追加す る 
適用 範囲に， オーブン トー ス 
夕 を 追加した。 




8. 充電 部へ 
の 接近に 対 
する 保護 


試験 指 及び テス ト プローブ による 
検査 . 


IEC 60335-2-9 


8 


JIS に 同じ。 


IDT 






9. モ一 夕 駆 

動機 器の 始 
動 


適用し ない。 


IEC 60335-2-9 


9 


國 に 同じ。 


IDT 






10. 入力 及び 


誘導 式 こんろ は， モー 夕 駆動 猛器 
の 規定 を 適用 


IEC 60335-2-9 


10 


國 に 同じ。 


IDT 


- 




11. 温度 上昇 


設置 条件， 試験 時間， 試験 電圧， 
温度 測定 箇所な ど を 規定 


IEC 60335-2-9 


11 


國 に 同じ。 


iDT 






12. 欠如 


規定な し 


IEC 60335-2-9 


12 


國 に 同じ。 


IDT 






13. 動作 温度 

での 漏え い 
電流 及び 耐 
電圧 


運転 状態 における 漏え い 電流 及 び 
耐 電圧 試験 


IEC 60335-2-9 


13 


國 に 同じ。 


IDT 






】 4. 過渡 過電 
圧 


空間 距離の 既定値 を 満たさない 箇 
所に 対する ィ ン パルス 試験に よる 
代替え 試験 


IEC 60335-2-9 


14 


國 に 同じ。 


IDT 
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お f:tmi【c ■ ■ s^^^ 干ん お 叫 4。 



■ ) JIS の 規定 


(II) 国際 規 

格 番号 


(IU) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項目 

ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 

差異の 理由 及び 今後の 対策 


項目 番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


1 5 き 件 

丄 ソ . |IU J i^lK 1 丄 


いつ ()^) 7k 試 1 It 耐淨式驗及ぴ 

v ン V<lni ノ ノ」 乂ロ 丄ん' 伏， |IU J i 业 口上ん" U、 
水中への 浸水 試験 


■ 60335-2-9 


1 J 


TTC に [Hi 广 


上 V 丄リ At±/JM 






16. 漏え ぃ電 
流 及び 耐電 
圧 


耐湿 試験 後の 絶縁 性の 評価 


■ 60335-2-9 


16 


JIS に 同じ。 


IDT 


一 




17. 変圧器 及 
びその 関連 
回路の 過 負 
荷 保護 


変圧器が 過 負荷 又は 短絡 状態 を模 
擬 した 温度 試験 


IEC 60335-2-9 


17 


JIS に 同じ。 


IDT 






18. 耐久性 


適用し ない。 


IEC 60335-2-9 


18 


JIS に 同じ。 


IDT 






19. 異常 運転 


放熱 制限， トー ス 夕の パン を 飛 出 
し 装置の 固定， 誘導 こんろの 異常 
運転な ど 


■ 60335-2-9 
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JIS に 同じ。 


IDT 






on お ま 他 7^ 
び 機械的 危 
険 


ォ 一 プソの K ァふ閉 けナ- > ^< CD^r- 

A ノ z v ソ 「 ゾ ^ | 开」 レリ • / しし d vj 3C 

定性 

質量が 7 kg を 超える も のが 対象 


■ 60335-2-9 




Jl& t'^ | 口」 し o 

ただし， 質量 制限な 

し。 


JV 丄リ JJ/^_ 义 


TTC で' は マレ ひ ； ^ま 3 孑 ^ yh ― フ、、 
ンに 限定して 適用。 


IEC は， 大形 オーブン を 想定し 
ており， 日本 独自の オーブン ト 
ースタ は， 質量が 軽いた め （通 
常 2〜3 kg), 規定 （質量 3.5 kg 

の 皿 を rf 台 を 兼ねた 屝の 上に 置 

く。） を 満足で きない。 3.5 kg 以 
下の オーブンまで は， 規定 を満 
足で きないと 推定され るので， 
試験の 対象から 除外した。 
IEC 提案 を 検討す る。 
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9335-2-9 ： 2004 



( I ) JIS の 規定 


(II) 国際 規 

格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項目 
ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 本体 

表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 

一 、み rn ^t~^ rm ^ し —r-t ザ い、 八 w> _x* r_ ArA* 

走異の 理由 及 ひ 今後の 対策 


項目 番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


21. 機械的 強 
度 


ガラス 及び 磁器 材料 （ドア 及び ホ 
ブ 表面） の 強度 試験 
ガラス 管 ヒー 夕の ィ ン パク ト ハン 
マの 適用 は， 焼き網 （網 受け皿に 
焼き網 を 載 置す る 構成 を 含む。） 
が， ドアに 連動して 前に 出る ォー 
ブント一 ス夕， 口一 スタ などの 箱 
形 調理器具に ついては， 1EC 61032 
の テス ト プローブ 41 で 接触 可能な 
範囲。 ただし， 取扱説明書に 食品 
を 置く 網 を 取り外す とき は， 電源 
プラグ を 抜いて から 行う 旨 を 記載 
している 場合 は， その 網が 着脱で 
き る 部分で あっても 取り外さ な 
レ、 また， 次の 条件 を 満たす 上方 
ガラス 管 ヒータに は， 適用し ない。 

a) 開口部の 水平 方向の 投影 範囲 
内に ガラス 管 ヒータがない も 
の。 

b) 上方 ガ ラス 管 ヒータの ヒ一 夕 
直下 全域から， ヒータ 手前 端よ 
り 15 mm に 至る 全域の ヒータ 
接触 危険 域内の 一部に， 印 加 荷 
重 幅 60 mm • 印 加 荷重 1 N を 中 
央 部に 印 加し ヒータ 下端よ り 
下方に 位置す る 保護 棒 を 配置 
した もの。 


IEC 60335-2-9 
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ガラス 管ヒ一 夕の ィ 
ン パク ト ハン マ 適用 
範囲 

- オーブンの トツ 
プに 位置し， IEC 

61032 の テスト 
プローブ 41 で 接 

触 可能な 場合。 
- その他の 場所に 

位置し， IEC 

61032 の テスト 
プローブ B で 接 

触 可能な 場合。 


MOD/ 追加 


J1S では， ガラス 管 ヒータに 対 
する ィ ン パク ト ハン マの 適用 
範囲 を 緩和した。 


IEC では 想定され ていないが， 
日本の コンパ ク トな オーブン ト 
—スタ の ガラス 管ヒ一 夕 は， ガ 
一 ド によって 保護され ていな 
レレ したがって， ある 程度 は 弱 
くても ろい ものと いう 認識が あ 
る。 また， ガラス 管 を ガードで 
覆う と 性能 ダウン， コストの 大 
幅 アツ プ などの 負担が かかる た 
め， 規定 を 除外して いた。 しか 
しながら， 全く ガー ド がな く て 
もよ いという こ と は 安全 上 説明 
がで きないた め， 今回， 一気に 
改正され た 1EC に 整合させる の 
ではなく， 当面 は， 下部の ヒー 
夕に 対して ガードの 目の 大き く 
する ことができる ようにし， ま 
た， 清掃 も 考慮した。 さらに， 
上部の ヒータに 対して は， 調理 
物 を 出し入れ する ときの 安全性 
を 考慮 した 構造の もの は 適用 し 
ない とした。 



$^$^^^0SS00. f is^i§.hw さ T お ^4。 



に 3 

〇 135-2,9 ： 2004 





r n jis の 規定 


(II) 国際 規 


(in) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国 二 規格との 技術的 差異の 項目 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 








格 番号 






ごとの 評価 及び その 内容 


差異の 理由 及び 今後の 対策 














表示 箇所 


















表示 方法 


： 点線の 下線 






項目 番号 


内容 




項目 

番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 






22. 構造 


構造 一般， 機器 底面からの 危険物 
侵入の 防止， スィ ツチの 不意な ON 
状態 禁止な ど。 

22.201 フラット コント 口 一ルを も 


■ 60335-2-9 
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JIS に 同じ。 

ただし， フラッ トコ ン 
トロール 及び 機械的 
スィ ツチの 確認 規定 


MOD/ 追加 


JIS では， フラッ ト コント ロー 

ル 及び 機械的 スィ ツチに つい 
て， 動作が 確認で きる 構造 を 

要求。 


フラット コント ロール は 定義 を 
追加し， タ ツチ コントロールと 
区別した こ とに よって 規定 を 追 
加した。 


箸 作 権 法に より 




つものに あって は， 電源 スィッチ 
を もち， フラット コント ロー ルス 
ィ ツチ を 押した とき， 又は ヒータ 
が ON するとき に ブザーが 鳴 ら な 
ければ ならない。 






要求 はして いない。 






その他の 械 的スィ ツチに つい 
て も， 日本に おける 住宅 事情と 
火災 実績から 火災 予防 上， スィ 

ツチの 人 h は必耍 y \ i- 

/ ノ ゾノノ\ ノ MBi 口/ D 、りふ^ Hi'j^ し し/ :〇 


無断での 複 




22.202 こんろ は， スィッチ を "入" 
















から "切" に 操作した とき 回り 止 
















め， 光， 色， 音な どに よって， 確 














m 




実に VJ の;! 犬 us となる^と カゝ確 














.'j' ム她^ T 




ti^X き る 構:) la を もつ もので なけれ 
















ばなら ない。 適否 は， 目視 検査に 


















よ つて 半 lj 定すス 

cr* ノ 、 「 J AL- 7 リ 。 
















23. 内部 配線 


内部 配線の 屈曲 試験な ど 




23 


■ に 同じ。 


IDT 






さ 


24. 部品 


スィッチ 及び 自動制御 装置の 開閉 


IEC 60335-2-9 
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國 に 同じ。 


IDT 






せ 






















サーモ イン プラグの 規定 
















自 動 温度調節 器の 周囲 温度の 変化 
による 自動 ON 禁止 















(I)JIS の 規定 


(II) 国際 規 

枚^ ^：这 
俗き 可 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 項目 

ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 

^ W TFB rfi "Fr r K、 A 妙 /r\ -'r-f^ 
差異の 埋由及 ひや 俊の ズす朿 


項目 番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


25. 電源 接続 
及び 外部 可 
とう コード 


電源 コードの 種類， 断面 積 及び マ 
グネッ ト プラグの 使用な ど。 


■ 60335-2-9 
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國 に 同じ。 
ただし， マグネ ッ ト プ 
ラ グの 使用 について 
は， 記載して いない。 


MOD/ 追加 


JIS では， マグネ ッ ト プラグの 
使用 を 明確に 認めた。 


IEC 60320-1 では， マグネ ッ ト プ 

ラグの 使用 を 認めて いないが， 
や け ど 防止の 観点 か ら 電源 コー 
ドを 引っ掛けて やけどに つなが 
るお それが ある 機器に 限って， 
マグネ ッ ト プラグの 使用 を 認め 
る こ とに した （事実上， アース 
線 不要の 100 V 機器 だけの た 

め）。 日本の 家屋での 使用 形態 

(宜の 上に 直、。) を考ん ると， 
やけど 防止の 安全対策 上， マグ 
ネッ ト プラグ は 必要。 


26. 外部 導体 
用 端子 


■ C 9335-1 による。 


IEC 60335-2-9 
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■ に 同じ。 


IDT 






27. 接地 接 
続の 手段 


■ C 9335-1 による。 

ただし， 連続 性 を コイルば ねな ど 

ir # 1 ブは たらな し、 

v 1 — [>\Tj し 、は , よつ は い o 


IEC 60335-2-9 
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國 に 同じ。 


IDT 






28. ねじ 及び 

挖綜 
t 女 股し 


■ C 9335-1 による。 


■ 60335-2-9 
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國 に 同じ。 


IDT 


- 




9Q 2^ 間 距 

ム ノ ， _ | MJ ルレ 

離， 沿面距 
離 及び 固体 
絶縁 


空間 距離， 沿 面 距離， 固体 絶縁の 
厚さ 

汚損 度 3 を 適用す る。 
可視 電熱 素子 は， テス ト プローブ 
が 触れない 箇所に は 固体 絶縁の 厚 
さ を 適用し ない。 


■ 60335-2-9 


Z, ノ 


TTC に 画 ド 


丄 u 丄 






30. 耐熱性 及 
び 耐火性 


ボール プ レツ シャ 試験， グロ一 ヮ 
ィャ 試験， ニードル フレーム 試験 


■ 60335-2-9 
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國 に 同じ。 


IDT 






31. 耐 腐食 性 


JISC 9335-1 による。 


IEC 60335-2-9 
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^ に 同じ。 


IDT 
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$0^^^^ff^-3sp 镍 .ih ゆ^ T お e WHO 



( I ) JIS の 規定 


■ 国際 規 
格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国 …、規格との 技術的 差異の 項目 
ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 本体 

表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国際規格との 技術的 
差異の 理由 及び 今後の 対 策 


項目 番号 


内容 . 


項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 

の 評価 


技術的 差異の 内容 


32. 放射線， 
毒性 その他 
これに 類す 
る 危険 1 生 


特に 規定な し 


IEC 60335-2-9 
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國 に 同じ。 


IDT 






附属 書 


JIS C 9335-1 による。 

ただし， 附属 書 C 表 C の P の 値 (通 

電 時間 係^) は， 2 000 とする。 


■ 60335-2-9 


附属 書 


國 に 同じ。 


IDT 






附属 書 AA 


機器の 例 


■ 60335-2-9 


附属 書 
AA 


國 に 同じ。 


IDT 







g JIS と 国際規格 と の 対応の 程度の 全体 評価 ： MOD 



備考 1. 項目 ごとの 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
- IDT 技術的 差異がない。 

- MODZ 追加 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 

一 MOD/ 変更 国際規格の 規定 内容 を 変更して いる。 

2. JIS ど 国際規格 と の 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おり である。 
- MOD 国際規格 を 修正して いる。 
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還 T 



お 集, ti^.lhwtl.T お W1>。 
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参考 規格 

この 参考 規格 は， J1SC 9335-1 の 参考 規格に よる ほ 力、， 次に よる。 
J1S C 9335-2-6 家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 第 2-6 部： 据置形 ホブ， オーブン， クッキ 

ン グ レ ン ジ 及び これらに 類す る 機器の 個別 要求 事項 
JIS C 9335-2-1 2 家庭 用 及び これに 類す る 電気機器 の 安全性 一 第 2- 1 2 部： ウォーム プレート 及び これに 類 
する 機器の 個別 要求 事項 

JIS C9335-2-13 家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 第 2-13 部 ： 深めの フライな ベ， フライパン 

及び これに 類す る 機器の 個別 要求 事項 
JIS C 9335-2-25 家庭 用 及び これに 頻 する 電気機器の 安全性— 第 2-25 部 ： 電子レンジ 及び 複合 形 電子 レ ン 

ジの 個別 要求 事項 

JIS C9335-2-78 家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 第 2- 78 部： 屋外 用 バーべ キュ 台の 個別 要求 

事丄貝 



著 作 権 法に より 無断での」 製， 載 等 は^ II：： されて おり ます。 
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JISC 9335-2-9： 2004 

家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 
第 2-9 部： 可搬形 ホブ， オーブン， I ^一 スタ 及び 
これらに 類す る 機器の 個別 要求 事項 
解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 • 記械 した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団 法 
人 日本規格協会へ お願いします。 

I 改正の 趣旨 旧規 格 は， 1993 年に 第 4 版と して 発行され た IEC 60335-2-9 ： 1993， Household and similar 
electrical appliances — Safety — Part 2-9 : Particular requirements for toasters, grills, roasters and similar appliances 
を 元に 作成した 規格であった。 その後， IEC 60335-2-9 が 2002 年に 第 5 版と して 発行され た。 そこで， こ 
の 規格 を ， IEC 規格 に 整合させる ために 改正 を 行った。 

2. 改正の 経緯 この 規格 は， 家庭 用の パン 焼き， 肉 焼き 及び グリルの ような 調整 機能 を もつ 可搬形 電気 
機器と して 国際的に 広く 用いられ ており， 日本と しても 対応す る IEC 規格の 改正に 合わせて， 可能な 限り 
早く 改正す る ことが 望まれて いる。 今回の 改正 も， 国際的な 動きに 合わせて いる。 

3. 適用 範囲 この 規格の 適用 範囲 は， 家庭 用 及び これに 類す る ものと なって いる カ^ 店舗， ちゅう （厨） 
房， 農業， サービス 業な どに 用いる もの も 含まれる。 また， この 規格 は， 制定 後に 電気 用品 安全 法の 技術 
基準 省令 第 2 項への 採用 を 前提と している。 

4. 規定 項目の 内容 この 規格 は， 通常， 元と なる 1EC 60335-2-9 に 整合して いる。 規定 項目 は， 次のと 

おりで ある。 
一 保護 分類 

- 本体 表示 及び 取扱説明書 

一 充電 部への 接近に 対する 保護 

- モータ 駆動機 器の 始動 

- 定格 入力 又は 定格 電流の 許容 差 ' 

一 通常 使用 状態での 温度 上昇限度 

一 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 

一 過渡 過 電圧 

- 耐湿性 

一 漏え い 電流 及び 耐 電圧 

解 1 

若 作複 法に より て お， 載 等 は 禁止され ております。 
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- 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 
一 耐久性 
一 異常 運転 

一 安定性 及び 機械的 危険 
― 機械的 強度 

― 構^! 一般 

一 内部 配線に 関する 規定 
― 部品の 取扱い 

- 電源 接続 及び 外部 可とう コード 
- 外部 導体 用 端子 
一 接地に 関する 規定 

― ねじ 及び 接続 , 
一 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 
― 耐熱性 及び 耐火性 
- 耐 腐食 性 

一 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 

原案 作成 委員会の 構成 表 原案 作成 委員会の 構成 表 は， 次に よる。 

第 59/61 小委員会 構成 表 



(委員長) 
(委員) 



尸 斤 誘 

東京大学 大学院 新 領域 創 成 科学 研究科 

財団法人 電気 安全 環境 研究所 

財団法人 日 本 品質保証 機構 

独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 

社団法人 日本 電気 協会 

国民生活 センター 

財団法人 日本 消費者 協会 

全国 地域 婦人 団体 連絡 協^会 

消費 科学 連合会 

社団法人 日本 厨房 工業 会 

曰 本 自動販売機 工業 会 

曰 本 暖房 機器 工業 会 

社団法人 日本 ホー ム ヘルス 機器 工業 会 

社団法人 日 本 冷凍 空調 工業 会 

社団法人 日 本 ガス 石油 機器 工業 会 

社団法人 電子 情報技術 産業 協会 

三洋 電機 株式会社 

シャープ 株式会社 

株式会社 東芝 

日立 ホーム & ライフ ソ リ ユー シ ヨン 株式 
会社 

松下電器 産業 株式会社 
松下電器 産業 株式会社 
松下電工 株式会社 



解 



之 長 次 均 功 環 

g 博英秋 



代 美 三 夫 英武 史巳傑 昭友之 

千 須 



文 三 真 省文隆 



崎澤木 井井 田 藤 野 賀田瀬 田 田 田 

木 々 士心 

大八佐 浅 浅 鎌 伊中 山 岡 柳 鴨 半 高 丸 河 藤 松 



浩昭 秀 孝啓昭 

合 原 實 崎 衡 

仁 



功夫 二 

安輝 禎 

田 本 井 

青 島 石 



お 作 根 法に 1 1 無断での 俊 製， ：'1 お 載 等 は^ I 卜- さ れ てお り ま す。 
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解 3 

著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 



(WG-1 代表) 
(WG-2 代表) 
(WG-3 代表) 
(WG-4 代表) 
(WG-5 代表) 



(事務局） 
(事務局） 



(委員長） 
(委員） 



(事務局) 



三菱 電機 株式会社 

財団法人 電気 安全 環境 研究所 

松下電器 産業 株式会社 

松 下 冷 機 株式会社 

東芝 キヤ リ ァ 株式会社 

日立 ェ機 株式会社 

経済 産業 省 

経済 産業 省 

経済 産業 省 

社団法人 日本 電機 工業 会 
社団法人 日本 電機 工業 会 



調理 家電 技術 専門 委員会 構成 表 

所属 

行 松下電器 産業 株式会社 
行 三洋 電機 株式会社 

毅 三洋 ホーム アプライ アンス 鳥 取 株式会社 
二 三洋 ホ ーム テック 株式会社 
良 シャープ 株式会社 
弘 株式会社 千 石 
弘 株式会社 千 石 
悟 象 印 マ ホ 一 ビン 株式会社 
博 象 印 マ ホー ビン 株式会社 
治 タイガー 魔法瓶 株式会社 
明 タイガー 魔法瓶 株式会社 
博 東芝 ホ ーム テク ノ 株式会社 
満 東芝 ホーム テク ノ 株式会社 
行 ピーコック 魔法瓶 工業 株式会社 
浩 ピーコック 魔法瓶 工業 株式会社 
明 株式会社 日立 ホーム テック 
繁 松下電器 産業 株式会社 
潤 松下電器 産業 株式会社 
博 松下電器 産業 株式会社 
三 三菱 電機 ホ ーム 機器 株式会社 
男 三菱 電機 ホ ーム 機器 株式会社' 
純 社団法人 日本 電機 工業 会 
典 社団法人 日本 電機 工業 会 



史博宏 穎 明徳 夫 俊 紀男純 

雄 政 聖和雅 由 正大 和雅 



野 藤 木 

松 佐 佐 



山 橋 野 井村 田 子 

神 高 平 萬 中柴笹 



^芳光 俊 章 和 和 邦 昇敏和 信 利 健 定雅祥 

野 田 藤 野 田 川原 脇 加 前 合 中 村 村 子 木口 口 尾 橋 谷 子 藤 

冶 谷 

宇 池 内 塩 前 長 藤 西 星 宫河田 川 川 浜 鈴 山 井 松 高 金笹斎 



★ 内容に ついての お^合せ は、 C 部 K ，調 S 裸へ FAX [FAX(03)3405-5541 TEL(03)5770-1573] 

で ご il (絡く ださい。 
★JIS 規格^の iE^S が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊誌" ほ 摩 化 ジャーナル" に， 正 ■ ,獎 の 内^ を揭 載いた します。 

(2) 原則として 毎月 第 3 火曜日に, "曰 转麼^ 新 及び "日刊 工業 新聞" の J1S 発行の 広告 棚 
で， 正誤 票が 発行 さ れ た お S 規格 番号 及び 規恪の 名你を お知らせい たします。 

なお， 当 協会の JIS 予約-さ' の 方に は， 予約され ている 部門で 正 ai， が 発行され た^さ， 13 # 
的に お送りい たします。 

★J1S 規格^の ご注文 は， 普及 事荣部 カス タマ 一サービス 課 [TEL(03)3583-8002 FAX(03}3583-0462] 
又は 下記の 当 協会 各 支部に おきましても ご注文 を 承って おります ので， お 申込み く ださい。 
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